
２０１９年  ７月  ２８日  

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②寺澤 政枝姉  ③石井師 

賛  美  聖歌４５４番&～あなたがたがわたしを選んだのではない～ 

主の祈り 

聖  書  ➀使徒行伝２０章２２～２８節                                                                                  

      ➁エペソ人への手紙１章３～９節 

特別賛美  聖歌隊有志 聖歌５７０番「雨をふりそそぎ」 

メッセージ  ①「不思議を期待する」大川従道牧師                                                                                                                                          

      ➁｢何を歌えばいい？誰を慕えばいい？｣石井 潤牧師 

献  金  聖歌５６０番 ～天にも地にも～ 

祝  祷             〔献金当番：和田姉・渡辺姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～見よ、わたしは新しいことをする～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日の昼食後１時から、礼拝堂にて、聖歌隊の練習が行われます。 

２．今週の祈祷会：☆早天祈祷会、明朝６時～。☆木曜午前 10 時半～、夜７時

半～、メッセージ、原田恵己伝道師(大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会、土曜夜８時。 

３．来週日曜礼拝では誕生祝福式、午後は、聖書の学び会が行われます。 

４．半年守られたことを感謝して「上半期感謝献金」をお献げ致しましょう。 

 
 
 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔７/２８～８/４〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
詩篇 

５３－５５篇 
５６－ 
５８篇 

５９－ 
６１篇 

６２－ 
６４篇 

６５－ 
６７篇 

６８・ 
６９篇 

７０－ 
７２篇 

７３・ 
７４篇 

新約 
使徒２７ 
：２６－４４ 

２８：１ 
－１５ 

２８：１６ 
－３１ 

ローマ 
１章 

２章 ３章 ４章 ５章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

８/８(木):大手家庭集会 11(日):聖餐式/執事会 25(日):聖歌隊 



 
「その同じ驚くべき神の力は、キリストのうちに働いて、死人の中からキリストを復活させ、天

において父である神の御座に着かせ、自然界、超自然界を含め、過去・現在・未来に渡る全世界

を支配するお方とされた。また、神はすべてのものをキリストの支配下に置かれ、全被造物を支

配するお方として、キリストを教会の頭とされた。だから、教会はキリストの体であって、キリ

ストが満ちあふれる所である。」エペソ人への手紙１章20-23節〔現代訳〕 
 

今回送られてきた「舟の右側」の特集は「在留外国人への宣教」。主任牧師である

大川牧師もこのことに重荷を持ち、新大久保に新しい宣教の拠点を建て上げておられ

ます。今や日本にいる外国人は２６０万人以上で全人口の２％を占めています。そして、

その中に含まれるのか、在日韓国人の方々は約４５万人、在日朝鮮人の方々は約３

万人おられるということです。その方々の中には二世、三世になる方々も多くおられる。 

その中のお一人の方のお証しのインタビュー記事が詳しく載っていました。その方は独

身の女性で、お父様が韓国籍、お母様が朝鮮籍で、幼い頃離婚し、朝鮮籍の母親と

共に成長し、幼少時代から朝鮮学校で学び、「愛国愛族」の精神で、金日成崇拝中

心に極端な思想の中で育てられました。 

しかし、そんな中、自分は朝鮮人なのか？南朝鮮人（朝鮮人は韓国と呼んではいけ

ない）なのか？はたまた日本人なのか？複雑な世界の中で苦しむようになりました。 

そんな中、クリスチャンに出会い、教会で行われるコンサートに行くチャンスが与えられ

て、不思議な心の平安を味わう体験をしますが、その翌日、金正日が亡くなるというニ

ュースに触れて、自分が教会なんかに行ったからだと自分を責めてしまう。 

それから一年後、教会の牧師から電話があり、思想についての会話をして、自分に

は北朝鮮で教えられた思想があるので、クリスチャンにはなれないと思っていたが、それは、

金日成を神のように崇拝していたから、しかし、それは、もうすでに死んでしまった金日成

が祖国を統一してくれると信じていたから。しかし、死んだ人にもうそんなことはできない。

死んだ人が祖国を統一してくれるわけがない。また、もう死んでいる人を喜ばせることは

できない。そう思い、思い切って初めて教会の礼拝に出席してみた。するとその時に「生

きた神様」がいることをはっきりと感じた。この方にお願いすればよいのだ！と思えた。そし

て、今まで信じていた金日成は神ではない、イエス様だけが救い主であることを宣言し、

今までの考え方と決別して、新しい人生を歩めるように変えられた。それまで、金日成を

讃える歌ばかりを歌っていたが、今度はそうではなく、本当に賛美を捧げる方に出会うこ

とができたことに心から感謝をささげています！という内容でした。 

「何を歌えばいい？誰を慕えばいい？」 

～創造主なる神様を思い切り賛美できる恵み～ 


